
人文学研究における「読み」を
共有するためのデジタルアーカイブ構築・AI活
用ワークフローの確立

大向 一輝
東京大学大学院人文社会系研究科・文学部



テーマ

● 人文学におけるデータ＝研究者による「読み」の結果

● 人文学の対象には著作権保護下にある現代の資料や機微な内容

を含む資料が含まれる

○ 緻密なアクセスコントロールの必要性

● NII RDCとmdxの積極的な利用

○ 共有範囲を限定したデジタルアーカイブの構築

○ 資料内容の自動認識

● 低コストかつ簡便に実現可能なワークフローの設計・実践

○ 70年持たせる仕組みとは？



対象となる資料の例

ビルマ文字で書かれたパーリ語の仏典



対象となる資料の例

古典沖縄語（カタカナ表記）に翻訳された聖書



対象となる資料の例

アラビア語とペルシャ語が混在した伝記



アーキテクチャ



デジタルアーカイブ系

● スプレッドシート形式のメタデータから公開用静的ファイル群を生成する

○ 特定のソフトウェア・サービスに依存しない

○ プロセスの透明性の確保

○ 高機能（検索・IIIF・メタデータ連携）

■ Jupyter Notebookを用いた変換ツールの作成

● GRDM・mdxを用いたワークフローを確立する

○ メタデータの共同管理→GRDM
○ マルチメディアデータの保存→mdx
○ 公開用ファイルの生成→データ解析機能

○ 公開→任意のウェブサーバ

○ 撮影機器（カメラ・スキャナ）との連携



デジタルアーカイブ系



デジタルアーカイブ系



AI系

● デジタルアーカイブ化された画像からテキストを読み取る

○ 現代の活字についてはほぼ解決済み

○ 近代以前の活字・少数言語

○ 手書き文字

● OCR・HTR（Handwritten Text Recognition）
○ 特定の文字種に特化したOCRソフトウェアの導入

■ 例：NDL OCR（国立国会図書館）

○ 教師あり学習モデルを自ら構築するためのプラットフォームの構築

■ 例：eScriptorium
● システム間連携

○ 研究室内のGPUサーバ・mdx GPUノード



AI系



今年度の目標

● デジタルアーカイブ系

○ ユーザインターフェイスの改善・ドキュメンテーション

○ 外部システム連携

■ JAIRO Cloud・JaLC・各種レジストリ…
○ ワークショップの開催・事例の創出

● AI系
○ 研究ワークフローの確立

■ 教師データ作成数と認識精度の関係を明示化する

○ 多言語への展開

■ 文字体系ごとの難易度の把握

■ 日本語の手書き



課題

● GRDM
○ ステイクホルダーとのデータ共有

■ 資料提供者
■ 大学外の専門家・アーキビスト

● 学認の範囲を超える人々に対する認証？
○ 共同編集機能？
○ データ解析機能とGoogle Colabとの互換性

■ magic commands
■ ユーザインタラクション（アップロードなど）

● mdx
○ オブジェクトストレージでの静的ファイルのウェブ公開

■ アクセス制限の手段？
○ ポイント管理

■ 公開サービスに適したアラート？


